
10
月
９
日
（
金
）
、
陵
南

小
学
校
で
は
５
年
生
に
よ
る

「
稲
刈
り
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
６
月
上
旬
に
田
植
え
を

行
っ
て
以
来
，
子
ど
も
た
ち

は
稲
の
成
長
を
観
察
し
た
り
、

米
作
り
に
つ
い
て
学
習
し

た
り
、
鳥
の
害
か
ら
稲
を

守
る
為
に
案
山
子
を
作
成

し
た
り
と
活
動
を
重
ね
、

い
よ
い
よ
収
穫
の
日
を
迎

え
ま
し
た
。

雨
天
の
為
、
予
定
よ
り

１
週
間
延
期
と
な
り
当
日

は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ

の
日
、
地
域
の
農
業
体
験

協
力
者
の
方
々
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

も
多
く
参
加
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
稲
刈
り
に
協
力
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

最
初
は
不
器
用
だ
っ
た
鎌

の
使
い
方
も
、
農
業
体
験
協

力
者
の
方
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受

け
、
次
第
に
要
領
よ
く
刈
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
１
粒

の
米
で
あ
っ
て
も
大
切
に
し

よ
う
と
落
ち
穂
拾
い
に
精
を
出

す
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
活
動
を
支
援
し
て
く

だ
さ
る
皆
様
へ
の
感
謝
の
あ
い

さ
つ
で
締
め
く
く
り
、
今
後

は
収
穫
感
謝
の
会
の
計
画
を
立

て
る
予
定
だ
そ
う
で
す
。
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防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
８
人
が
参
加
し
ま
し
た

10
月
17
日
、
き
き
ょ
う
町
ゥ

役
員
と
編
集
委
員
会
８
人
が

参
加
し
て
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
ま
し
た
。

夜
は
め
っ
き
り
肌
寒
く
な

り
ま
し
た
が
、
い
つ
も
の
よ

う
に
午
後
８
時
よ
り
２
班
に

分
か
れ
、
町
民
に
防
犯
を
訴

え
て
回
り
ま
し
た
。

約
40
分
で
一
巡
し
ま
し
た
。

ご
苦
労
様
で
し
た
。

来
月
は
11
月
21
日
の
第
３

土
曜
日
、
担
当
は
み
ど
り
町

と
体
協
・
消
防
の
皆
様
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
発
す
る
皆
さ
ん

10
月
18
日(

日)

、
敬
老
者

１
３
０
人
が
参
加(

花
尻
か
ら

は
12
人)

し
陵
南
小
学
校
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
部
は
、
重
近
美
代

子
さ
ん
の
司
会
で
始
ま
り
、

開
会
宣
言
は
学
区
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
会
長
の
小

塚
弘
一
さ
ん
が
行
い
、
国
歌

を
斉
唱
の
後
、
陵
南
学
区
安

全
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
分

島
良
倶
会
長
が
開
会
の
挨
拶

を
述
べ
、
続
い
て
、
記
念
品

贈
呈
に
移
り
、
高
齢
者
単
身

者
を
代
表
し
て
中
平
野
の
、

川
本
幸
子
さ
ん
、

高
齢
者
の
ご
夫
婦

を
代
表
し
て
花
尻

の
長
谷
川
亀
吉
・

恵
美
子
ご
夫
妻
に

記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓

の
挨
拶
・
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。

式
典
の
最
後
に
、

高
齢
者
を
代
表
し

て
平
野
ハ
イ
ツ
の

秋
山
仲
弘
さ
ん
よ
り
謝
辞
が

あ
り
ま
し
た
。

演
芸
の
部
は
苅
田

倫
子
さ
ん
が
担
当
し

ま
し
た
。

ま
ず
、
川
崎
大
学

の
チ
ア
リ
ー
リ
デ
ィ

ン
グ
の
皆
様
に
よ
る

演
技
は
躍
動
美
あ
ふ

れ
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

次
は
、
今
井
勉
さ

ん
に
よ
る
「
パ
ン
フ

ル
ー
ト
の
演
奏
と
歌
」
。

素
晴
ら
し
い
音
色
と

歌
声
に
会
場
も
大
い
に
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

次
に
「
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
」

の
き
れ
い
な
衣
装
と
踊
り
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

次
に
七
福
神
が
登
場
し
、

敬
老
者
の
皆
さ
ん
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
配
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
婦
人
会
の
方
々

が
舞
台
の
前
に
並
び
、
「
花

笠
音
頭
」
を
踊
り
、
そ
の
後
、

森
安
敏
子
婦
人
会
会
長
が
閉

会
の
挨
拶
を
述
べ
、
陵
南
学

区
敬
老
会
は
全
て
の
日
程
を

終
了
し
ま
し
た
。

体
育
館
を
出
る
前
に
町
内

会
ご
と
に
記
念
写
真
を
撮
っ

て
い
ま
し
た
。

午
前
中
で
敬
老
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

敬
老
会
参
加
の
敬
老
者
・

お
世
話
い
た
だ
い
た
婦
人
部

の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

笹
ヶ
瀬
川
堤
防
の
草
刈
り
行
う

秋
晴
れ
の
絶

好
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
日
和
に
恵
ま

れ
た
10
月
５
日

(

月)

、
神
道
山

吉
備
荘
跡
地
グ

ラ
ウ
ン
で
陵
老

連
主
催
の
10
月

交
流
戦
が
各
ク

ラ
ブ
か
ら
70
人

の
会
員
が
参
加

し
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

大
会
は
森
安

喜
美
子
副
会
長

の
司
会
で
開
会
。
苅
田
会
長

の
挨
拶
。
続
い
て
、
平
成
27

年
度
上
半
期
の
成
績
優
秀
者

表
彰(

花
尻
か
ら
は
野
々
口
さ

ん
と
後
藤
さ
ん)
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
皆
勤
賞
に
は
大

内
田
さ
ん
他
５
人
が
受
賞
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
ゲ
ー
ム
は
和
や

か
な
う
ち
に
進
み
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
あ
ち
こ
ち
で
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
が
出
る
度
に
拍
手

と
歓
声
が
起
こ
っ
て
い
ま
し

た
。３

ゲ
ー
ム
24
ホ
ー
ル
合
計

で
、
日
頃
の
練
習
プ
レ
ー
を

存
分
に
発
揮
し
て
高
齢
者
と

は
思
え
な
い
若
々
し
い
身
体

の
動
き
で
、
優
勝
を
目
指
し

熱
き
戦
い
を
展
開
し
ま
し
た
。

競
技
結
果
は
男
性
の
部
で

は
西
花
尻
愛
球
ク
ラ
ブ
の
熊

代
巌
さ
ん
、
女
性
の
部
で
は

平
野
み
ど
り
会
の
苅
田
通
子

さ
ん
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た

親
和
会
で
は
、
第
４
位
に

則
武
康
彦
さ
ん
、
第
５
位
に

立
石
高
敏
さ
ん
が
入
賞
し
ま

し
た
。

ま
た
、
毎
月
第
１
・
第
３

月
曜
日
に
は
神
道
山
吉
備
荘

跡
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
交
流
戦

を
定
期
開
催
し
て
い
ま
す
。

出
場
希
望
者
は
、
親
和
会

会
長
ま
で
申
し
出
て
下
さ
い
。

・サイズはこの枠と同じです

・カラー印刷いたします

・ロゴマークも入ります

・字体、内容はお好みとします

・来年の1月1日号に掲載します

・締切 11月末とします

・枠数 24枠とします

・値段 一枠 3，000円です

※皆様のご協力をよろしくお願いい

たします

陵
老
連
主
催

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
10
月
交
流
戦

盛
大
に
開
催
さ
れ
る
！

70人が参加して開催された陵南学区交流戦

学
区
敬
老
会
に
１
３
０
人
が
出
席

楽
し
い
一
時
を
過
ご
す

陵
南
小
学
校
５
年
生

稲
刈
り
を
行
う

地元やＰＴＡの方の指導で稲刈りを行う

学区敬老会で閉会の挨拶を行う森安婦人会会長(前列中

敬老会に出席した敬老者12人と婦人部役員の皆様

堤
防
の
草
刈
り
を
行
う
参
加
者
の
皆
さ
ん

発

行

責

任

者

普

門

茂

之

編

集

責

任

者

楠

木

忠

司

町
内
新
聞

笹
ヶ
瀬
川
堤
防
の
草
刈
り

は
10
月
18
日(

日)

に
行
い
ま

し
た
。

午
前
８
時
に
野
花
大
橋
高

架
下
に
町
内
会
役
員
を
中
心

に
約
40
人
と
草
刈
り
機
14
台

が
集
ま
り
ま
し
た
。

普
門
会
長
の
挨
拶
の
後
、

草
刈
り
機
の
使
い
方
な
ど
の

お
話
が
白
石
勇
さ
ん
よ
り
あ

り
ま
し
た
。

早
速
、
作
業
に
取
り
掛
か

り
、
14
台
が
エ
ン
ジ
ン
音
を

響
か
せ
な
が
ら
草
刈
り
機
で

草
を
刈
っ
て
い
き
ま
し
た
。

刈
っ
た
草
を
熊
手
で
集
め

て
い
き
ま
し
た
。

途
中
、
休
憩
を
と
り
、
約

２
時
間
程
で
堤
防
の
草
は
き

れ
い
に
刈
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

花尻

陵
南
幼
稚
園
の
運
動
会
は
秋

晴
れ
に
恵
ま
れ
た
10
月
９
日

(

金)

、
幼
稚
園
児
を
は
じ
め
、

多
く
の
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
て
賑
や
か
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
水
内
園
長
先
生

が
「
今
日
一
日
、
力
を
合
わ
せ

て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
下
さ
い
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
、
演
技
に
入

り
ま
し
た
。

全
員
で
の
「
市
民
体
操
」
、

年
少
の
「
か
け
っ
こ

よ
ー

い
ど
ん
」
、
年
長
の
「
く
ぐ
っ

て

跳
ん
で

ゴ
ー
ル
を
目
指

せ
」
年
少
の
「
ち
び
っ
こ
忍

者
」
、
三
歳
児
の
「
お
み
や

げ
な
あ
に
？
」
、
年
長
の

「
グ
ル
グ
ル

タ
イ
フ
ー
ン
」

と
続
い
て
、
こ
こ
で
休
憩
と
な

り
、
休
憩
後
は
、
年
少
児
と
来

賓
・
祖
父
母
に
よ
る
「
ポ
ン
ポ

ン
た
ま
い
れ
」
、
年
長
児
の

「
２
０
１
５
宇
宙
の
旅
」
、

の
見
事
な
演
技
に
拍
手
が
起
こ

り
ま
し
た
。
次
は
年
少
児
親
子

の
「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
こ
う
！
」

親
子
の
愛
情
あ
ふ
れ
る
演
技
で

し
た
。

最
後
は
年
長
児
に
よ
る
「
元

気
パ
ワ
ー
１
０
０
％
」
全
力
で

走
る
姿
に
大
き
な
歓
声
と
拍
手

が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
よ

り
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
渡
さ

れ
、
昼
に
は
陵
南
幼
稚
園
の
運

動
会
は
終
わ
り
ま
し
た
。

晴
天
の
中

陵
南
幼
稚
園
の

運
動
会
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
る年少のリズム「ピクニックに行こう」

年長園児のリズム 2015 宇宙の旅

交流戦の開会式の模様

◎新年号の名刺広告募集について

下記の通り募集いたします。

協力方宜しくお願いいたします。

大きさは下枠のサイズです。

全力で走る年長園児

10
月
９
日
（
金
）
、
陵
南

小
学
校
で
は
５
年
生
に
よ
る

「
稲
刈
り
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
６
月
上
旬
に
田
植
え
を

行
っ
て
以
来
，
子
ど
も
た
ち

は
稲
の
成
長
を
観
察
し
た
り
、

米
作
り
に
つ
い
て
学
習
し

た
り
、
鳥
の
害
か
ら
稲
を

守
る
為
に
案
山
子
を
作
成

し
た
り
と
活
動
を
重
ね
、

い
よ
い
よ
収
穫
の
日
を
迎

え
ま
し
た
。

雨
天
の
為
、
予
定
よ
り

１
週
間
延
期
と
な
り
当
日

は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ

の
日
、
地
域
の
農
業
体
験

協
力
者
の
方
々
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

も
多
く
参
加
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
稲
刈
り
に
協
力
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

最
初
は
不
器
用
だ
っ
た
鎌

の
使
い
方
も
、
農
業
体
験
協

力
者
の
方
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受

け
、
次
第
に
要
領
よ
く
刈
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
１
粒

の
米
で
あ
っ
て
も
大
切
に
し

よ
う
と
落
ち
穂
拾
い
に
精
を
出

す
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
活
動
を
支
援
し
て
く

だ
さ
る
皆
様
へ
の
感
謝
の
あ
い

さ
つ
で
締
め
く
く
り
、
今
後

は
収
穫
感
謝
の
会
の
計
画
を
立

て
る
予
定
だ
そ
う
で
す
。
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防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
８
人
が
参
加
し
ま
し
た

10
月
17
日
、
き
き
ょ
う
町
ゥ

役
員
と
編
集
委
員
会
８
人
が

参
加
し
て
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
ま
し
た
。

夜
は
め
っ
き
り
肌
寒
く
な

り
ま
し
た
が
、
い
つ
も
の
よ

う
に
午
後
８
時
よ
り
２
班
に

分
か
れ
、
町
民
に
防
犯
を
訴

え
て
回
り
ま
し
た
。

約
40
分
で
一
巡
し
ま
し
た
。

ご
苦
労
様
で
し
た
。

来
月
は
11
月
21
日
の
第
３

土
曜
日
、
担
当
は
み
ど
り
町

と
体
協
・
消
防
の
皆
様
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
発
す
る
皆
さ
ん

10
月
18
日(

日)

、
敬
老
者

１
３
０
人
が
参
加(

花
尻
か
ら

は
12
人)

し
陵
南
小
学
校
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
部
は
、
重
近
美
代

子
さ
ん
の
司
会
で
始
ま
り
、

開
会
宣
言
は
学
区
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
会
長
の
小

塚
弘
一
さ
ん
が
行
い
、
国
歌

を
斉
唱
の
後
、
陵
南
学
区
安

全
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
分

島
良
倶
会
長
が
開
会
の
挨
拶

を
述
べ
、
続
い
て
、
記
念
品

贈
呈
に
移
り
、
高
齢
者
単
身

者
を
代
表
し
て
中
平
野
の
、

川
本
幸
子
さ
ん
、

高
齢
者
の
ご
夫
婦

を
代
表
し
て
花
尻

の
長
谷
川
亀
吉
・

恵
美
子
ご
夫
妻
に

記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓

の
挨
拶
・
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。

式
典
の
最
後
に
、

高
齢
者
を
代
表
し

て
平
野
ハ
イ
ツ
の

秋
山
仲
弘
さ
ん
よ
り
謝
辞
が

あ
り
ま
し
た
。

演
芸
の
部
は
苅
田

倫
子
さ
ん
が
担
当
し

ま
し
た
。

ま
ず
、
川
崎
大
学

の
チ
ア
リ
ー
リ
デ
ィ

ン
グ
の
皆
様
に
よ
る

演
技
は
躍
動
美
あ
ふ

れ
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

次
は
、
今
井
勉
さ

ん
に
よ
る
「
パ
ン
フ

ル
ー
ト
の
演
奏
と
歌
」
。

素
晴
ら
し
い
音
色
と

歌
声
に
会
場
も
大
い
に
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

次
に
「
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
」

の
き
れ
い
な
衣
装
と
踊
り
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

次
に
七
福
神
が
登
場
し
、

敬
老
者
の
皆
さ
ん
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
配
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
婦
人
会
の
方
々

が
舞
台
の
前
に
並
び
、
「
花

笠
音
頭
」
を
踊
り
、
そ
の
後
、

森
安
敏
子
婦
人
会
会
長
が
閉

会
の
挨
拶
を
述
べ
、
陵
南
学

区
敬
老
会
は
全
て
の
日
程
を

終
了
し
ま
し
た
。

体
育
館
を
出
る
前
に
町
内

会
ご
と
に
記
念
写
真
を
撮
っ

て
い
ま
し
た
。

午
前
中
で
敬
老
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

敬
老
会
参
加
の
敬
老
者
・

お
世
話
い
た
だ
い
た
婦
人
部

の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

笹
ヶ
瀬
川
堤
防
の
草
刈
り
行
う

秋
晴
れ
の
絶

好
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
日
和
に
恵
ま

れ
た
10
月
５
日

(

月)

、
神
道
山

吉
備
荘
跡
地
グ

ラ
ウ
ン
で
陵
老

連
主
催
の
10
月

交
流
戦
が
各
ク

ラ
ブ
か
ら
70
人

の
会
員
が
参
加

し
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

大
会
は
森
安

喜
美
子
副
会
長

の
司
会
で
開
会
。
苅
田
会
長

の
挨
拶
。
続
い
て
、
平
成
27

年
度
上
半
期
の
成
績
優
秀
者

表
彰(

花
尻
か
ら
は
野
々
口
さ

ん
と
後
藤
さ
ん)
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
皆
勤
賞
に
は
大

内
田
さ
ん
他
５
人
が
受
賞
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
ゲ
ー
ム
は
和
や

か
な
う
ち
に
進
み
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
あ
ち
こ
ち
で
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
が
出
る
度
に
拍
手

と
歓
声
が
起
こ
っ
て
い
ま
し

た
。３

ゲ
ー
ム
24
ホ
ー
ル
合
計

で
、
日
頃
の
練
習
プ
レ
ー
を

存
分
に
発
揮
し
て
高
齢
者
と

は
思
え
な
い
若
々
し
い
身
体

の
動
き
で
、
優
勝
を
目
指
し

熱
き
戦
い
を
展
開
し
ま
し
た
。

競
技
結
果
は
男
性
の
部
で

は
西
花
尻
愛
球
ク
ラ
ブ
の
熊

代
巌
さ
ん
、
女
性
の
部
で
は

平
野
み
ど
り
会
の
苅
田
通
子

さ
ん
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た

親
和
会
で
は
、
第
４
位
に

則
武
康
彦
さ
ん
、
第
５
位
に

立
石
高
敏
さ
ん
が
入
賞
し
ま

し
た
。

ま
た
、
毎
月
第
１
・
第
３

月
曜
日
に
は
神
道
山
吉
備
荘

跡
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
交
流
戦

を
定
期
開
催
し
て
い
ま
す
。

出
場
希
望
者
は
、
親
和
会

会
長
ま
で
申
し
出
て
下
さ
い
。

・サイズはこの枠と同じです

・カラー印刷いたします

・ロゴマークも入ります

・字体、内容はお好みとします

・来年の1月1日号に掲載します

・締切 11月末とします

・枠数 24枠とします

・値段 一枠 3，000円です

※皆様のご協力をよろしくお願いい

たします

陵
老
連
主
催

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
10
月
交
流
戦

盛
大
に
開
催
さ
れ
る
！

70人が参加して開催された陵南学区交流戦

学
区
敬
老
会
に
１
３
０
人
が
出
席

楽
し
い
一
時
を
過
ご
す

陵
南
小
学
校
５
年
生

稲
刈
り
を
行
う

地元やＰＴＡの方の指導で稲刈りを行う

学区敬老会で閉会の挨拶を行う森安婦人会会長(前列中

敬老会に出席した敬老者12人と婦人部役員の皆様

堤
防
の
草
刈
り
を
行
う
参
加
者
の
皆
さ
ん

発

行

責

任

者

普

門

茂

之

編

集

責

任

者

楠

木

忠

司

町
内
新
聞

笹
ヶ
瀬
川
堤
防
の
草
刈
り

は
10
月
18
日(

日)

に
行
い
ま

し
た
。

午
前
８
時
に
野
花
大
橋
高

架
下
に
町
内
会
役
員
を
中
心

に
約
40
人
と
草
刈
り
機
14
台

が
集
ま
り
ま
し
た
。

普
門
会
長
の
挨
拶
の
後
、

草
刈
り
機
の
使
い
方
な
ど
の

お
話
が
白
石
勇
さ
ん
よ
り
あ

り
ま
し
た
。

早
速
、
作
業
に
取
り
掛
か

り
、
14
台
が
エ
ン
ジ
ン
音
を

響
か
せ
な
が
ら
草
刈
り
機
で

草
を
刈
っ
て
い
き
ま
し
た
。

刈
っ
た
草
を
熊
手
で
集
め

て
い
き
ま
し
た
。

途
中
、
休
憩
を
と
り
、
約

２
時
間
程
で
堤
防
の
草
は
き

れ
い
に
刈
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

花尻

陵
南
幼
稚
園
の
運
動
会
は
秋

晴
れ
に
恵
ま
れ
た
10
月
９
日

(

金)

、
幼
稚
園
児
を
は
じ
め
、

多
く
の
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
て
賑
や
か
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
水
内
園
長
先
生

が
「
今
日
一
日
、
力
を
合
わ
せ

て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
下
さ
い
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
、
演
技
に
入

り
ま
し
た
。

全
員
で
の
「
市
民
体
操
」
、

年
少
の
「
か
け
っ
こ

よ
ー

い
ど
ん
」
、
年
長
の
「
く
ぐ
っ

て

跳
ん
で

ゴ
ー
ル
を
目
指

せ
」
年
少
の
「
ち
び
っ
こ
忍

者
」
、
三
歳
児
の
「
お
み
や

げ
な
あ
に
？
」
、
年
長
の

「
グ
ル
グ
ル

タ
イ
フ
ー
ン
」

と
続
い
て
、
こ
こ
で
休
憩
と
な

り
、
休
憩
後
は
、
年
少
児
と
来

賓
・
祖
父
母
に
よ
る
「
ポ
ン
ポ

ン
た
ま
い
れ
」
、
年
長
児
の

「
２
０
１
５
宇
宙
の
旅
」
、

の
見
事
な
演
技
に
拍
手
が
起
こ

り
ま
し
た
。
次
は
年
少
児
親
子

の
「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
こ
う
！
」

親
子
の
愛
情
あ
ふ
れ
る
演
技
で

し
た
。

最
後
は
年
長
児
に
よ
る
「
元

気
パ
ワ
ー
１
０
０
％
」
全
力
で

走
る
姿
に
大
き
な
歓
声
と
拍
手

が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
よ

り
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
渡
さ

れ
、
昼
に
は
陵
南
幼
稚
園
の
運

動
会
は
終
わ
り
ま
し
た
。

晴
天
の
中

陵
南
幼
稚
園
の

運
動
会
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
る年少のリズム「ピクニックに行こう」

年長園児のリズム 2015 宇宙の旅

交流戦の開会式の模様

◎新年号の名刺広告募集について

下記の通り募集いたします。

協力方宜しくお願いいたします。

大きさは下枠のサイズです。

全力で走る年長園児



神
事
は
厳
か
に
！

晴
天
に
恵
ま
れ
た
10
月
11
日

(

日)

、
関
係
団
体
か
ら
20
人
が

参
加
し
、
宮
司
さ
ん
を
お
迎
え

し
厳
粛
に
神
事
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
ず
、
宮
総
代
の
長
櫓
定
雄

さ
ん
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
宮
司

さ
ん
よ
り
お
祓
い
、
祝
詞
奏
上
、

各
団
体
代
表
者
に
よ
る
玉
串
奉

奠
を
行
い
、
子
ど
も
達
も
宮
司

さ
ん
に
教
え
ら
れ
て
玉
串
奉
奠

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

み
こ
し
と
土
俵
、
お
宮
の
境
内
、

ご
神
木
、
ポ
ス
タ
ー
掛
け
の
、

お
祓
い
を
し
ま
し
た
。

約
40
分
で
神
事
は
終
わ
り
ま

し
た
。

神
事
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た

皆
様
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

だ
ん
じ
り
・
み
こ
し
の
行
進

は
、
１
日
目
の
10
月
10
日(

土)

、

午
後
３
時
よ
り
行
い
ま
し
た
。

準
備
の
た
め
、
午
後
１
時
に

は
各
団
体
役
員
が
き
き
ょ
う
公

園
に
集
ま
り
、
だ
ん
じ
り
の
組

み
立
て
、
み
こ
し
の
飾
り
付
け
、

夜
店
の
テ
ン
ト
設
営
や
椅
子
・

机
の
配
置
、
電
気
配
線
等
の
準

備
を
行
い
ま
し
た
。
中
で
も
電

気
配
線
は
町
内
会
副
会
長
の
田

中
孝
明
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

午
後
３
時
の
出
発
前
に
普
門

会
長
か
ら
行
進
に
つ
い
て
注
意

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
忙

し
い
中
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い

た
高
原
県
議
よ
り
挨
拶
を
受
け

た
後
、
宣
伝
カ
ー
を
先
頭
に
、

子
ど
も
み
こ
し
、
婦
人
部
の
踊

り
、
だ
ん
じ
り
の
順
に
き
き
ょ

う
公
園
を
出
発
し
ま
し
た
。

行
進
は
５
曲
の
流
し
な
が
ら

き
き
ょ
う
町
、
あ
か
ね
町
、
本

町
と
周
り
ま
し
た
。
途
中
で
は

多
く
の
方
の
お
出
迎
え
が
あ
り
、

奉
納
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
方
に
は
「
富
く
じ
券
」
と

「
饌
米
」
を
渡
し
、
そ
し
て
、

せ
ん
ま
い

御
神
酒
も
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

だ
ん
じ
り
・
み
こ
し
の
行
進

は
約
30
分
で
、
あ
か
ね
公
園
に

到
着
し
、
参
加
者
に
ジ
ュ
ー
ス

が
配
ら
れ
ま
し
た
。

あ
か
ね
公
園
で
は
お
忙
し
い

中
、
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た

逢
沢
一
郎
先
生
よ
り

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
休
憩
し

た
後
、
午
後
４
時
前

に
あ
か
ね
公
園
を
出

発
し
、
あ
か
ね
町
、

き
き
ょ
う
町
、
み
ど

り
町
と
周
り
、
こ
の

地
域
で
も
、
多
く
の

方
の
お
出
迎
え
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
５
時
頃
に
、

き
き
ょ
う
公
園
に
全

員
無
事
到
着
し
、
到

着
後
、
子
ど
も
達
に

は
、
お
菓
子
が
配
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
だ
ん
じ
り
・
み
こ
し

の
後
片
付
け
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

映
画
会
は
大
盛
況

夜
店
は
大
繁
盛

夜
店
、
映
画
会
は
午
後
６
時

前
に
は
全
て
の
準
備
が
整
い
ま

し
た
。

そ
の
頃
に
は
夜
店
も
開
き
、

町
内
や
近
隣
の
町
内
か
ら
多
く

の
人
が
訪
れ
て
い

ま
し
た
。

午
後
６
時
過
ぎ
か

ら
ア
ニ
メ
映
画
の
上

映
が
始
ま
り
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
に
座
り
、
食

べ
な
が
ら
、
飲
み
な

が
ら
映
画
会
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

一
方
、
各
団
体
の

夜
店
も
大
変
な
繁
盛

ぶ
り
で
、
長
い
列
が

で
き
て
い
る
店
も
あ

り
ま
し
た
。

午
後
８
時
に
は
片
付
け

に
入
り
、
午
後
９
時
に
は

片
付
け
も
終
わ
り
ま
し
た
。

映
画
を
担
当
い
た
だ
い

た
板
野
吉
浩
さ
ん
、
夜
店

や
映
画
会
の
準
備
で
は
編

集
員
会
・
育
成
会
・
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
の
皆
さ
ん
、

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

第５１０号 町 内 新 聞 平成２７年１１月１日 第５１０号 町 内 新 聞 平成２７年１１月１日

今
年
の
秋
ま
つ
り
は
少
し
雨
の
心
配
が
あ
り
ま
し
た
が
、
雨

も
降
ら
ず
、
予
定
通
り
、
10
月
10
日(

土)

、
10
月
11
日(

日)

の

両
日
開
催
し
ま
し
た
。

1
日
目
は
、
午
前
10
時
よ
り
神
事
。
午
後
１
時
よ
り
だ
ん
じ

り
・
み
こ
し
の
準
備
、
午
後
３
時
に
、
だ
ん
じ
り
・
み
こ
し
が

き
き
ょ
う
公
園
を
出
発
し
、
途
中
あ
か
ね
公
園
で
休
憩
し
て
、

午
後
５
時
頃
に
き
き
ょ
う
公
園
に
到
着
し
ま
し
た
。

午
後
６
時
頃
か
ら
映
画
会
が
は
じ
ま
り
、
３
本
の
ア
ニ
メ
映

画
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
お
宮
で
子
ど
も
相
撲
、
抽
選
会
、
屋
台
な
ど
が

賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
神
事
と
み
こ
し
の
行
進
、
映
画
会

き
き
ょ
う
公
園
で
の
映
画
会
は
大
賑
わ
い

２
３
０
人
が
参
加
し
た
み
こ
し
の
行
進

だ
ん
じ
り
・
み
こ
し
の
行
進
に

２
６
０
人
が
参
加

２
日
目
は
お
宮
で
子
ど
も
相
撲
、
抽
選
会
、
出
店
で
賑
わ
う
！

お
宮
で
み
こ
し
の
お
祓
い

高原県議会議員

集
会
所
内
で
は
夜
店
の
準
備

夜
店
は
ど
れ
も
大
繁
盛
で
し
た

2
日
目
も
好
天
に
恵
ま
れ

絶
好
の
秋
祭
り
日
和
と
な
り

ま
し
た
。

午
前
８
時
半
頃
か
ら
お
宮

で
子
ど
も
相
撲
、
富
く
じ
抽

選
会
、
屋
台
の
準
備
が
宮
総

代
・
町
内
会
・
育
成
会
の
役

員
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

午
前
９
時
半
か
ら
の
開
会

式
で
は
普
門
町
内
会
長
、
長

櫓
宮
総
代
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
、
2
日
目
の
行
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。

最
初
は
子
ど
も
相
撲
、
60

人
が
参
加
を
し
、
幼
児
、
低

学
年
、
高
学
年
と
進
み
ま
し

た
。
学
年
が
上
が
る
ご
と
に

迫
力
も
増
し
、
大
き
な
声
援

や
拍
手
も
起
こ
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の
男

女
毎
に
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

ま
た
、
お
宮
下
の
空
き
地

に
は
所
狭
し
と
屋
台
が
並
び

全
て
無
料
で
、
子
ど
も
達
は

大
喜
び
で
し
た
。

子
ど
も
相
撲
が
終
わ
っ
て

か
ら
富
く
じ
の
抽
選
会
に
入

り
ま
し
た
。

町
内
会
役
員
が
く
じ
を
引

き
、
当
た
り
番
号
が
呼
び
上

げ
ら
れ
、
次
々
と
賞
品
が
当

た
っ
て
い
き
ま
し
た
。

良
い
賞
品
が
当
た
っ
た
人

に
は
大
き
な
拍
手
も
起
こ
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
宮
の
境
内
に
は

子
ど
も
達
が
書
い
た
ポ
ス
タ
ー

も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

2
日
間
の
秋
ま
つ
り
は
、

関
係
団
体
の
ご
協
力
と
晴
天

に
恵
ま
れ
無
事
終
え
る
こ
と

が
で
き
、
関
係
団
体
の
皆
様

に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お宮の行事の開会式 挨拶する長櫓総代

子
ど
も
相
撲
は
迫
力
満
点

富
く
じ
の
抽
選
会

町
内
会

よ
り
景
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た

奉
納
金
の
お
礼

こ
の
度
の
秋
ま
つ
り
に
で
は
、
お
宮
の
子
ど
も
相
撲
と
だ

ん
じ
り
行
進
の
際
、
多
く
の
方
よ
り
奉
納
金
を
賜
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
奉
納
金
は
１
５
万
３
５
０
０
円
を
賜

り
ま
し
た
。

こ
の
奉
納
金
は
子
ど
も
相
撲
の
景
品
や
お
菓
子
等
に
使
用
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
を
感
謝
し
、
お
礼
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

お
宮
で
は
出
店
が
好
評

逢沢衆議院議員

秋まつり 賑やかに開催される
神
事
は
厳
か
に
！

晴
天
に
恵
ま
れ
た
10
月
11
日

(

日)

、
関
係
団
体
か
ら
20
人
が

参
加
し
、
宮
司
さ
ん
を
お
迎
え

し
厳
粛
に
神
事
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
ず
、
宮
総
代
の
長
櫓
定
雄

さ
ん
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
宮
司

さ
ん
よ
り
お
祓
い
、
祝
詞
奏
上
、

各
団
体
代
表
者
に
よ
る
玉
串
奉

奠
を
行
い
、
子
ど
も
達
も
宮
司

さ
ん
に
教
え
ら
れ
て
玉
串
奉
奠

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

み
こ
し
と
土
俵
、
お
宮
の
境
内
、

ご
神
木
、
ポ
ス
タ
ー
掛
け
の
、

お
祓
い
を
し
ま
し
た
。

約
40
分
で
神
事
は
終
わ
り
ま

し
た
。

神
事
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た

皆
様
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

だ
ん
じ
り
・
み
こ
し
の
行
進

は
、
１
日
目
の
10
月
10
日(

土)

、

午
後
３
時
よ
り
行
い
ま
し
た
。

準
備
の
た
め
、
午
後
１
時
に

は
各
団
体
役
員
が
き
き
ょ
う
公

園
に
集
ま
り
、
だ
ん
じ
り
の
組

み
立
て
、
み
こ
し
の
飾
り
付
け
、

夜
店
の
テ
ン
ト
設
営
や
椅
子
・

机
の
配
置
、
電
気
配
線
等
の
準

備
を
行
い
ま
し
た
。
中
で
も
電

気
配
線
は
町
内
会
副
会
長
の
田

中
孝
明
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

午
後
３
時
の
出
発
前
に
普
門

会
長
か
ら
行
進
に
つ
い
て
注
意

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
忙

し
い
中
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い

た
高
原
県
議
よ
り
挨
拶
を
受
け

た
後
、
宣
伝
カ
ー
を
先
頭
に
、

子
ど
も
み
こ
し
、
婦
人
部
の
踊

り
、
だ
ん
じ
り
の
順
に
き
き
ょ

う
公
園
を
出
発
し
ま
し
た
。

行
進
は
５
曲
の
流
し
な
が
ら

き
き
ょ
う
町
、
あ
か
ね
町
、
本

町
と
周
り
ま
し
た
。
途
中
で
は

多
く
の
方
の
お
出
迎
え
が
あ
り
、

奉
納
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
方
に
は
「
富
く
じ
券
」
と

「
饌
米
」
を
渡
し
、
そ
し
て
、

せ
ん
ま
い

御
神
酒
も
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

だ
ん
じ
り
・
み
こ
し
の
行
進

は
約
30
分
で
、
あ
か
ね
公
園
に

到
着
し
、
参
加
者
に
ジ
ュ
ー
ス

が
配
ら
れ
ま
し
た
。

あ
か
ね
公
園
で
は
お
忙
し
い

中
、
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た

逢
沢
一
郎
先
生
よ
り

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
休
憩
し

た
後
、
午
後
４
時
前

に
あ
か
ね
公
園
を
出

発
し
、
あ
か
ね
町
、

き
き
ょ
う
町
、
み
ど

り
町
と
周
り
、
こ
の

地
域
で
も
、
多
く
の

方
の
お
出
迎
え
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
５
時
頃
に
、

き
き
ょ
う
公
園
に
全

員
無
事
到
着
し
、
到

着
後
、
子
ど
も
達
に

は
、
お
菓
子
が
配
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
だ
ん
じ
り
・
み
こ
し

の
後
片
付
け
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

映
画
会
は
大
盛
況

夜
店
は
大
繁
盛

夜
店
、
映
画
会
は
午
後
６
時

前
に
は
全
て
の
準
備
が
整
い
ま

し
た
。

そ
の
頃
に
は
夜
店
も
開
き
、

町
内
や
近
隣
の
町
内
か
ら
多
く

の
人
が
訪
れ
て
い

ま
し
た
。

午
後
６
時
過
ぎ
か

ら
ア
ニ
メ
映
画
の
上

映
が
始
ま
り
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
に
座
り
、
食

べ
な
が
ら
、
飲
み
な

が
ら
映
画
会
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

一
方
、
各
団
体
の

夜
店
も
大
変
な
繁
盛

ぶ
り
で
、
長
い
列
が

で
き
て
い
る
店
も
あ

り
ま
し
た
。

午
後
８
時
に
は
片
付
け

に
入
り
、
午
後
９
時
に
は

片
付
け
も
終
わ
り
ま
し
た
。

映
画
を
担
当
い
た
だ
い

た
板
野
吉
浩
さ
ん
、
夜
店

や
映
画
会
の
準
備
で
は
編

集
員
会
・
育
成
会
・
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
の
皆
さ
ん
、

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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今
年
の
秋
ま
つ
り
は
少
し
雨
の
心
配
が
あ
り
ま
し
た
が
、
雨

も
降
ら
ず
、
予
定
通
り
、
10
月
10
日(

土)

、
10
月
11
日(

日)

の

両
日
開
催
し
ま
し
た
。

1
日
目
は
、
午
前
10
時
よ
り
神
事
。
午
後
１
時
よ
り
だ
ん
じ

り
・
み
こ
し
の
準
備
、
午
後
３
時
に
、
だ
ん
じ
り
・
み
こ
し
が

き
き
ょ
う
公
園
を
出
発
し
、
途
中
あ
か
ね
公
園
で
休
憩
し
て
、

午
後
５
時
頃
に
き
き
ょ
う
公
園
に
到
着
し
ま
し
た
。

午
後
６
時
頃
か
ら
映
画
会
が
は
じ
ま
り
、
３
本
の
ア
ニ
メ
映

画
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
お
宮
で
子
ど
も
相
撲
、
抽
選
会
、
屋
台
な
ど
が

賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
神
事
と
み
こ
し
の
行
進
、
映
画
会

き
き
ょ
う
公
園
で
の
映
画
会
は
大
賑
わ
い

２
３
０
人
が
参
加
し
た
み
こ
し
の
行
進

だ
ん
じ
り
・
み
こ
し
の
行
進
に

２
６
０
人
が
参
加

２
日
目
は
お
宮
で
子
ど
も
相
撲
、
抽
選
会
、
出
店
で
賑
わ
う
！

お
宮
で
み
こ
し
の
お
祓
い

高原県議会議員

集
会
所
内
で
は
夜
店
の
準
備

夜
店
は
ど
れ
も
大
繁
盛
で
し
た

2
日
目
も
好
天
に
恵
ま
れ

絶
好
の
秋
祭
り
日
和
と
な
り

ま
し
た
。

午
前
８
時
半
頃
か
ら
お
宮

で
子
ど
も
相
撲
、
富
く
じ
抽

選
会
、
屋
台
の
準
備
が
宮
総

代
・
町
内
会
・
育
成
会
の
役

員
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

午
前
９
時
半
か
ら
の
開
会

式
で
は
普
門
町
内
会
長
、
長

櫓
宮
総
代
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
、
2
日
目
の
行
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。

最
初
は
子
ど
も
相
撲
、
60

人
が
参
加
を
し
、
幼
児
、
低

学
年
、
高
学
年
と
進
み
ま
し

た
。
学
年
が
上
が
る
ご
と
に

迫
力
も
増
し
、
大
き
な
声
援

や
拍
手
も
起
こ
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の
男

女
毎
に
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

ま
た
、
お
宮
下
の
空
き
地

に
は
所
狭
し
と
屋
台
が
並
び

全
て
無
料
で
、
子
ど
も
達
は

大
喜
び
で
し
た
。

子
ど
も
相
撲
が
終
わ
っ
て

か
ら
富
く
じ
の
抽
選
会
に
入

り
ま
し
た
。

町
内
会
役
員
が
く
じ
を
引

き
、
当
た
り
番
号
が
呼
び
上

げ
ら
れ
、
次
々
と
賞
品
が
当

た
っ
て
い
き
ま
し
た
。

良
い
賞
品
が
当
た
っ
た
人

に
は
大
き
な
拍
手
も
起
こ
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
宮
の
境
内
に
は

子
ど
も
達
が
書
い
た
ポ
ス
タ
ー

も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

2
日
間
の
秋
ま
つ
り
は
、

関
係
団
体
の
ご
協
力
と
晴
天

に
恵
ま
れ
無
事
終
え
る
こ
と

が
で
き
、
関
係
団
体
の
皆
様

に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お宮の行事の開会式 挨拶する長櫓総代

子
ど
も
相
撲
は
迫
力
満
点

富
く
じ
の
抽
選
会

町
内
会

よ
り
景
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た

奉
納
金
の
お
礼

こ
の
度
の
秋
ま
つ
り
に
で
は
、
お
宮
の
子
ど
も
相
撲
と
だ

ん
じ
り
行
進
の
際
、
多
く
の
方
よ
り
奉
納
金
を
賜
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
奉
納
金
は
１
５
万
３
５
０
０
円
を
賜

り
ま
し
た
。

こ
の
奉
納
金
は
子
ど
も
相
撲
の
景
品
や
お
菓
子
等
に
使
用
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
を
感
謝
し
、
お
礼
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

お
宮
で
は
出
店
が
好
評

逢沢衆議院議員

秋まつり 賑やかに開催される


